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報告書データ / Report

概要（目的・用途・実施
内容）

Abstract (Aim, Use
Applications and

Contents)

下水再生水の水資源利用に適した水処理用ろ過膜の構造の解析、および微量汚染物
質除去を目的とした新規カーボンナノ材料利用型の複合薄膜の構造解析

実験
Experimental

・FE-SEM（JSM-7500FA, JSM-7800F）を用いたPVDF製中空糸限外ろ過（UF）膜、
および新規に製膜したナノ複合薄膜（TFN）の表面および断面（作製にSM-09010,
SM-09020を使用）の観察
・カーボンナノ材料の分散状態、配向状態(ARM200F Cold FE)の観察

結果と考察
Results and Discussion

・FE-SEMを用いた中空糸UF膜の膜断面観察から、供給水側に緻密な構造を持つ分
離層があり、透過水側に進むにつれて徐々に疎な多孔質構造となっていることがわ
かった。このことより、膜表面の分離層でのサイズ分画が病原微生物粒子の主要な
阻止機構であることがわかった。
・FE-SEMを用いた複合薄膜の断面観察から、支持構造の上部に緻密な構造を持つ
分離層が形成されていることが確認された。特に高倍率、高解像での観察により分
離層表面に突起状の構造が形成されており、水が透過するための表面積が大きいこ
とが確認された。また、支持層に用いる膜素材および構造が異なると、上層に形成
される分離層の構造が異なることが分かった。
・TEMを用いた複合薄膜の断面観察においても、分離層表面での突起状構造の形成
が観察された。一方で複合薄膜に混合したカーボンナノ材料はTEM観察では観察す
ることができなかった。
・TEMを用いて用いたカーボンナノ材料のみを観察したところ、シート状の構造と
なっていることが観察された。このことから、複合薄膜内部でもシート状に分散し
ていることが示唆された。複合薄膜内部でのナノ材料の配向の観察方法は今後検討
していく。
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